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各
種
相
談
　
予
約
不
要
（
市
民
法
律
相
談
の
み
必
要
）

■
行
政
相
談

○
５
日
㈭　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
６
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

吉
田
支
所

○
９
日
㈪　

午
前
９
時
～
正
午

　

三
間
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
18
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

岩
松
公
民
館

■
人
権
相
談

○
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所
７
０
１
会
議
室

○
６
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

吉
田
公
民
館

○
９
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

　

三
間
公
民
館

■
宅
地
建
物
相
談

○
10
日
㈫　

午
後
１
時
～
３
時

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
多
重
債
務
整
理
相
談
・
消
費
生
活
相
談

○�

毎
日
（
平
日
の
み
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
内
）

☎
24 

－ 
１
１
１
１
内
線
２
２
７
６

■
市
民
法
律
相
談

○���

20
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時　
　
　

市
役
所
７
０
２
会
議
室
（
高
田
博
明

弁
護
士
）・
三
間
支
所
（
増
田
弁
護
士
）

※
１
人
15
分
程
度
。
各
先
着
12
人
。

（
予
約
開
始
）
13
日
㈮　

午
前
９
時
～

（
予
約
方
法
）
予
約
開
始
日
か
ら
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
（
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）。

※�

原
則
、
当
事
者
で
あ
る
市
民
の
人
が

対
象
で
す
。
予
約
時
に
必
ず
連
絡
先

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
の
　
相
談
日  

３
月
20
日
㈮

　
　   

予
約
開
始
日  

３
月
13
日
㈮

総
務
課
行
政
係
☎
24 

－ 

１
１
１
１
内
線

２
４
７
０
・

24 

－ 

１
１
２
１

■
家
庭
児
童
・
婦
人
相
談

（
児
童
）�

性
格
や
生
活
習
慣
、家
族
関
係
、

学
校
生
活
、
非
行
問
題�

な
ど

（
婦
人
）�

夫
婦
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ

か
家
庭
内
の
問
題�

な
ど

○
毎
日
（
平
日
の
み
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

福
祉
課
☎
24 

－ 

１
１
１
１

内
線
２
１
５
５
・
２
１
４
２

余
暇
の
ひ
と
と
き

文
化
協
会

俳句・川柳・短歌

川柳鹿の子吟社

足
元
に
光
射
し
込
み
景
気
読
む

日ひ

な

た向
ぼ
こ
し
て
い
る
よ
う
な
立
候
補

切
替
え
が
上
達
ウ
ツ
は
持
ち
越
さ
ぬ

ソ
ッ
ク
ス
に
カ
イ
ロ
温
め
健
康
に

介
護
す
る
妻
の
背
中
へ
あ
り
が
と
う

身
を
け
ず
る
話
嫌
い
な
金
バ
ッ
ジ

得
意
芸
い
つ
も
同
じ
で
飽
き
ら
れ
る

宇

都

宮
　

忍

大

西
　

直

子

古

本
　

鈴

代

志

摩
　

佳

聲

杉

田
　

温

州

中

村
　

地

青

程

内
　

玄

雄

吉田俳句人協会

藩
政
の
烈れ

っ

し士
の
墓
や
寒
ざ
く
ら

胸
に
棲
む
母
と
語
り
て
豆
を
撒ま

く

何
よ
り
も
希
望
そ
れ
か
ら
水す

い

せ

ん

か

仙
花

太た

い

さ

ん

じ

山
寺
大だ

い

し師
の
手
に
も
春
の
雪

恋
猫
の
バ
ン
ザ
イ
を
し
て
欠あ

く

び伸
し
て

日
々
つ
の
る
遍
路
詣
り
の
思
ひ
か
な

春は
る
さ
む寒
や
庭
を
離
れ
ぬ
風
の
あ
り

葛く

ず

ゆ湯
吹
く
背
中
ま
る
め
し
母
思
う

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
卵
を
割
れ
ば
黄
身
二
つ

三
寒
四
温
ゆ
る
や
か
に
来
る
老
年
期

岡

田
　

幸

子

岡

田
　

初

音

越

智

ゆ

み

子

稲

垣

八

重

子

さ

く

ら
　

陽

子

平

山
　

千

代

山

下
　

朝

海

坂

中
　

昌

子

福

永
　

立

青

中

岡
　

き

ぬ

吉田短歌会

人
住
ま
ぬ
故さ

と里
の
さ
庭
に
ひ
と
り
来
て
祖
母
と
廻
せ
し
臼う

す

の
苔
む
す

石
だ
た
み
の
間

あ
わ
い

に
芽
吹
く
草
を
引
く
吾
が
背
を
撫な

づ
る
早
春
の
風

春
を
待
つ
心
ほ
の
か
に
と
き
め
き
て
虚こ

く

う空
に
こ
ぼ
す
梅
の
香か

か
ぐ
は
し

奥

平

美

代

子

岡

田
　

幸

子

伊

豫

路

た

く

麿

つしま短歌会

寒か
ん
び
よ
り
な
ぎ
さ

日
和
渚
に
打
ち
寄
す
小さ

ざ
な
み波

は
遠
く
君
住
む
岬
に
続
く

裸
木
と
な
り
し
辛こ

ぶ

し夷
の
枝
先
に
固
き
蕾

つ
ぼ
み

の
生う

ぶ

げ毛
の
光
る

学
芸
会
の
子
に
縫
ひ
や
り
し
四よ

つ

み

ぎ

ツ
身
着
を
解
き
つ
つ
思
ふ
過
ぎ
行
き
し
日
々

清

家
　

幸

子

中

村
　

美

鈴

三

浦
　

稔

子


